
　本書は，新しい学習指導要領をふまえた授業の実践に困っている先
生方，気持ちはあるけどなかなか時間が確保できないという先生方を
応援すべく，特に中学校の学習指導要領と同解説の中でこれだけは押
さえておきたいというエッセンスを理解していただけるように，本当
に大事なポイントだけをぎゅっと凝縮した本です。
　実際の授業で生かすことができるようにするため，学習指導要領に
示された言語活動ごとに，具体的な指導事例を基本編と発展編に分け
て紹介しています。
　端的に言えば，「『解説』の解説」という感じでお読みいただき，授
業へのヒントが得られるようにしました。

　新しい学習指導要領やかなり分厚くなった解説を読むと（読むだけ
でも大変ですが･･･），教師に求められているレベルがなんだか急に上
がったような感覚にもなりますよね。
　「求められていることと，実際に学校でできることには大きな
ギャップがある！」と叫びたくなる気持ちもわかります。
　しかし，そこで先生方がストップしてしまうと，目の前にいる生徒
たちも今の状態から前進していくことが困難になります。
　英語は，日本の社会においても，間違いなくぐっと身近な存在に
なっていきます。英語が使えるということが，生徒の可能性を大きく
切り拓いていくことにつながるのです。
　そのためには，先生方がこれまでの英語教育について見直すべきと
ころは見直し，より適切な方向に進んでいくことがとても重要になっ
てきます。

はじめに
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　私がこれまで全国各地でお会いした先生方のほとんどは，「今のま
まではいけない，変わらなければ」ということを認識されています。
　同時に，「学習指導要領や解説をもっと読み込んだり，外部の研修
会などに参加したりして，新しい指導や評価を吸収しなくてはいけな
いけど，十分な時間がない」と焦っている方が多いようにも感じてい
ます。
　新しい学習指導要領「外国語」では，どの校種においても記載内容
が大幅に増え，構成も一見複雑になっています。
　それでも，本書をお読みいただくことで，先生方が迷うことなく，
学習指導要領をふまえた授業や評価を行えるようになっていただく一
助となれば，望外の喜びです。
　同時に，生徒は，学習指導要領を見て授業を受けているわけではあ
りません。生徒が常に見ているのは，先生方です。実際には，先生方
こそが，目の前にいる生徒の先導役なのです。
　「英語はあまり得意じゃないけど，この先生の授業なら頑張ってみ
よう」「楽しそうに英語を使って授業している先生みたいになりた
い！」と思ってもらえることが，英語教育改革を推進していく上で最
も大切なことだと思います。

敬愛大学英語教育開発センター長
国際学部国際学科教授

向後　秀明
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新学習指導要領で注目すべきは，3つの資質・能力！

　新学習指導要領では，全教科等で共通の枠組みがあります。これ
は，どのような資質・能力を育成していくのかを明確にするためなの
です。その枠組みは，次の３つの柱で構成されています。

３つの資質・能力に基づいた外国語科の目標とは？

　各教科等の目標は，上記の３つの資質・能力に基づいて設定されて
います。中学校の外国語科では，次の関係になっています。
① 「知識・技能」に関する目標
�外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとと
もに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くこと

新学習指導要領では
何が変わる？
―育成すべき３つの資質・能力

SE
CTION

1

理解していること・できることをどう使うか
未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成

どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか
学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」
の涵養

何を理解しているか，何ができるか
生きて働く「知識・技能」の習得1

2

3
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による実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付
けるようにする。

② 「思考力・判断力・表現力等」に関する目標
�コミュニケーションを行う目的や場面などに応じて，日常的な話題
や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解し
たり，これらを活用して伝え合ったりすることができる力を養う。

③	「学びに向かう力・人間性等」に関する目標
�外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話
し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

「英語の特徴やきまり」を活用し，五領域の言語活動を行う

　英語では，３つの資質・能力のうち，以下の２つについて具体的な
内容が書かれています。

「知識・技能」に含まれる主な要素
�英語の特徴やきまり（音声／符号／語，連語及び慣用表現／文，文
構造及び文法事項）

「思考力，判断力，表現力等」に含まれる主な要素
�情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表現したり，伝え
合ったりすること
�言語活動（聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発
表］，書くことの五つの領域における言語活動の例）
�言語の働き（言語の使用場面の例／言語の働きの例）

　上記の内容を大まかに捉えると，「英語の特徴やきまり」を活用して，
五つの領域の「言語活動」を「言語の使用場面」や「言語の働き」を
取り上げて行うということになります。
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これからの時代は，生徒の学び方が重視される！

　新しい学習指導要領がこれまでと大きく違うのは，「生徒の学び方」
が取り上げられているからなのです。
　みなさんも「主体的・対話的で深い学び」という言葉をご存知かと
思いますが，その学び方を可能にするためには次の３つの視点が必要
になります。

　新しい学習指導要領では，生徒の学習の内容と方法（学び方）の両
方を重視しています。
　単元や題材の中で，生徒が「何ができるようになるか」を明確にし
ながら，それに向かって，「何を学ぶか」とともに，「どのように学ぶ
か」という学びの過程を組み立てていくことが重要なのです。

「主体的・対話的で
深い学び」の授業は
どう実現する？

SE
CTION

2

「対話的な学び」：多様な表現を通じて，生徒同士，教職員や地域の
人などと生徒が対話して，自己の考えを広げ深める。

「深い学び」：知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を
精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，
思いや考えを基に創造したりする。

「主体的な学び」：学ぶことに興味や関心を持ち，見通しを持って粘
り強く取り組む。また，学習活動を自ら振り返り，身に付いた資
質・能力を自覚して次の学習活動につなげる。1

2

3
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それぞれの学びはどう実現する？

「主体的な学び」のために
　生徒に英語への興味や関心を持たせるには，何よりも英語を好きに
させることが大切です。具体的には，次のような方法が考えられます。
�生徒ができないことに目を向けるのではなく，どんな小さなことで
も英語を使ってできるようになったことに注目し，生徒自身が自分
の成長を実感できるようにする。
�外国語学習に“完璧”はあり得ないこと，理解できない部分がある
モヤモヤとした状態の中で努力が必要であることを理解させる。
�英語を使って世界に羽ばたいている日本人のスポーツ選手など，生
徒がロール・モデルを持てるようにする。

「対話的な学び」のために
　新学習指導要領では，「互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合
う対話的な言語活動を重視」することが挙げられています。そのため， 
�教師と生徒とのインタラクション
��生徒同士のペアやグループでのやり取り
��外部人材（ALT，留学生，英語が堪能な地域人材など）との交流�
を授業で英語を使って行うことが求められます。

「深い学び」のために
　英語における「深い学び」は，複数の技能を統合して行う活動と密
接に関係します。例えば，［様々な見方ができる話題について書かれ
た英文を読み，賛成・反対の意見別に情報を整理する］⇒［話題に対
する自分の考えとその理由をメモ書きする］⇒［グループで，メモに
基づいて自分の考えを述べ合う］⇒［グループとしての意見をまとめ，
発表する］⇒［各グループの発表後に，質疑応答を行う］といった活
動が，英語での「深い学び」につながっていきます。 
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小・中・高等学校のつながりが大切にされるようになる！

　新しい学習指導要領では，各校種間のつながりがこれまでよりも重
視されています。そのため，次のような，どの校種にも共通して見ら
れる要素があります。
�語彙や文法などの知識がどれだけ身に付いたかには主眼を置かず，
「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」を一体的に育成（例
えば，思考・判断・表現を繰り返すことで新たな知識・技能を身に
付ける）。また，その過程全体を通して，「学びに向かう力，人間性
等」を育成。

�国際的な基準であるCEFR「外国語の学習・教授・評価のためのヨー
ロッパ言語共通参照枠」を参考に，「聞くこと」，「読むこと」，「話
すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」（これまでの「話すこと」
を２つに分割），「書くこと」の五領域で目標を設定。

新学習指導要領の
ポイントはこれだ！

SE
CTION

3

知識・技能
英語の特徴やきまり など

学びに向かう力，人間性等
主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度 など

思考力・判断力・表現力等
理解，表現，伝え合い など
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学習内容が増加し，指導方法が細かく示される！

　中学校では，考えや気持ちなどを伝え合う対話的な活動を重視する
ため，扱う内容や指導方法について主に次の点が改善されています。
扱う内容の改善
�言語活動が，言語の使用場面や働き，語や文法事項と効果的に関連
付けられて設定。
�学習する語数が，「1200語程度」から「1600 ～ 1800語程度」
に増加。
�より適切で豊かな表現ができるようにするため，文，文構造，文法
事項に数項目が追加（例：感嘆文のうち基本的なもの，現在完了進
行形，仮定法のうち基本的なもの）。

指導方法の改善
�授業は英語で行うことが基本。
�語や表現について，一度だけの学習で終わることなく，異なる場面
で繰り返し活用できるように指導計画を作成。
�言語材料は，生徒が理解（受容）できればよい事項と，話したり書
いたりする中で使える（発信）レベルまで指導する事項があること
に留意して指導。
�扱う教材がどの領域の目標達成を目指すものか，その目標達成のた
めにどの言語材料を使い，実際にどのような言語活動を行うのかを
単元ごとに明記。

聞くこと，話すこと［やり取り］，
話すこと［発表］の三領域の目標

小学校「外国語活動」
（３・４年）

聞くこと，読むこと，話すこと
［やり取り］，話すこと［発表］，
書くことの五領域の目標

小学校「外国語」
（５・６年）
中・高等学校「外国語」

13PART 1　ここだけは押さえたい！ 新学習指導要領のポイント


